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；
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０
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月
０

８
日
( 水

)  
晴
時

々
曇

一
時

小
雨
 

◇
参

加
者

；
児

嶋
道

夫
、

川
島

 
功

、
梶

野
照

雄
。
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吉

光
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木
妙
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木

下
棟

梁
は

、
前

鬼
・

小
仲

坊
の

お
堂

修
復

工
事

を
請

負
わ

れ
る

事
に

な

り
、

お
堂
( 不

動
堂
) の

ピ
ケ

足
場

解
体

返
却

の
要

請
が

あ
り

、
急

遽
、

お
堂

屋
根

の
軒

天
井

を
張

り
ピ

ケ
足

場
を

返
却

す
る

事
に

な
っ

た
。
 

軒
天

井
材

料
の

石
膏

ボ
ー

ド
５

枚
は

、
棟

梁
に

調
達

し
て

頂
き

、
児

嶋
車

( １
屯

ト
ラ

ッ
ク
) に

積
込

み
持

経
宿

に
９

時
過

ぎ
に

到
着

し
、

大
工

工
具

類

を
準

備
し

て
い

る
と

梶
野

氏
が

到
着

。
 

ピ
ケ

足
場

が
組

立
て

ら
れ

た
裏

軒
天

井
か

ら
張

る
こ

と
に

す
る

。
鼻

隠
し

に
隠

れ
る

様
に

す
る

た
め

胴
縁

を
打

付
け

る
。
 

軒
先

の
寸

法
を

計
測

す
る

と
、

歪
が

あ
り

ト
タ

ン
端

か
ら

１
．

８
ｍ

で
約

１
㎝

異
な

り
、
計

測
よ

り
少

し
長

め
に

切
り

鉋
で

削
り

修
正

し
て

は
め

込
む

。
 

上
向

き
に

ス
テ

ン
釘

を
打

つ
の

で
非

常
に

打
ち

に
く

い
。

張
る

箇
所

毎
に

現
物

併
せ

の
為

、
児

嶋
さ

ん
が

石
膏

ボ
ー

ド
を

鋸
で

切
り

、
川

島
・

梶
野

が

釘
を

打
っ

て
い

く
が

手
間

と
時

間
が

か
か

る
。
 

 
 

 

 
 

計
測

寸
法

に
石

膏
は

ボ
ー

ド
切

る
 

 
 

 
 

「
持

経
宿

」
欅

板
寄

贈
者
 

前
側

は
、

現
状

の
ベ

ニ
ヤ

板
天

井
の

傷
み

も
少

な
く

、
そ

の
上

に
石

膏
ボ

ー
ド

天
井

を
張

る
が

、
鼻

隠
し

側
に

胴
縁

が
無

く
釘

の
効

き
が

悪
い

。
 

１
０

時
半

過
ぎ

に
村

吉
さ

ん
が

、「
持

経
宿

」
表

札
看

板
の

欅
板

を
寄

贈
し

て
下

さ
っ

た
高

木
さ

ん
と

来
宿

。
第

１
回

刈
峰

行
標

識
地

点
に

案
内

と
の

こ

と
で

平
治

宿
に

行
か

れ
る

。
 

リ
ブ

波
ト

タ
ン

は
、

リ
ブ

突
起

が
あ

り
、

ま
た

ベ
ニ

ヤ
板

を
剝

ぐ
っ

た
箇

所
は

ベ
ニ

ヤ
板

厚
み

の
隙

間
が

空
き

、
目

隠
し

に
化

粧
材

を
打

付
け

る
。
 

休
憩

無
し

で
１

２
時

過
ぎ

に
軒

天
井

張
り

を
終
え

、
昼
食

と
す

る
。
 

昼
食
後

、
残

材
を

児
嶋

車
に

積
込

み
、
三
叉
路

の
廃

材
置

場
に
運
搬

す
る

。

仮
薪
置

場
の
薪

も
運
ぶ
予
定

で
あ

っ
た

が
、
バ

ラ
バ

ラ
の

た
め
縛

る
必

要
が

あ
り

、
児

嶋
さ

ん
の
単
管
パ
イ
プ

返
却

は
次

回
に

す
る
旨

の
了

解
を
得

る
。
 

小
仲

坊
へ

は
、

棟
梁

が
先

行
し

、
１

５
時

半
頃

に
ピ

ケ
足

場
を
運
搬

す
る

事
に

な
っ

て
お

り
、

ピ
ケ

足
場

を
解

体
し

児
嶋

車
に

積
込

む
。
 

積
込

み
を

終
え

休
憩

。
程

な
く

、
村

吉
さ

ん
達

が
平

治
宿

巡
回

か
ら
戻

ら

れ
る

。
水

場
の
底
浚
え

、
室

内
清
掃

と
時

計
が
止

ま
っ

て
い

た
の

で
修
理

に

下
ろ

す
と

の
事

。
ご
苦
労

さ
ん

で
し

た
。
 

本
日
作
業

者
の
写
真

を
撮

り
、

小
仲

坊
へ

の
運
搬

約
束

の
刻
限

も
あ

り
、

ピ
ケ

足
場

を
積

込
ん
だ

児
嶋

車
( 助

手
席
; 川

島
) は

、
先

に
下

山
す

る
。
 

 
 

 

 
 

軒
天

井
張

り
を

終
え

た
お

堂
( 不

動
堂
)  

 
 

 
 

 
本

日
の

作
業

者
 

下
山

す
る
頃

か
ら
夕

立
の

来
る
気
配

で
暗

く
な

る
も

一
時
ぱ

ら
つ

い
た
程

度
で
済

ん
だ

。
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１
５

時
４

０
分

に
小

仲
坊

着
く

と
、

木
下

棟
梁

は
、
軽

ト
ラ

で
運

ん
だ

ピ

ケ
足

場
を
荷
降
ろ

し
中

で
あ

り
、

一
緒

に
ピ

ケ
足

場
を
降
ろ

す
。
 

五
鬼
助

夫
妻

に
持

経
宿
改
築

の
浄
財

・
寄

付
の

お
礼

を
述
べ

る
と
共

に
、

小
仲

坊
と
個
人

・
五

鬼
助

さ
ん

の
ご
芳
名
簿

に
し

た
旨

を
伝
え

る
。
 

帰
路

先
行

し
た

棟
梁

車
が

、
前

鬼
口
バ

ス
停

約
１
㎞

手
前

で
停

車
し

て
い

る
。

小
熊

が
道

を
横

切
り

、
カ
メ

ラ
に
撮
ろ
う

と
し

て
い

る
と

の
事

、
結
局

逃
げ

て
見

つ
け

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

児
嶋

氏
に

は
、

先
般

の
薪

小
屋

、
本

日
の

軒
天

井
張

り
作
業

を
仕

切
っ

て

下
さ

り
、
本
当

に
助

か
り

ま
し

た
。

と
り

わ
け

、
商
売

を
疎

か
に

し
て
度

々

参
加

し
て

下
さ

り
、

児
嶋

車
( １

屯
ト

ラ
ッ

ク
) の

お
陰

で
持

経
宿
改
築

が
支

障
な

く
進

行
出

来
た

と
言

っ
て

も
過
言

で
は

な
い

と
感
謝

し
て

い
る

。
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動
行
動
行
動

行
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タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

7
:0
0
→
9
:1
0
持

経
宿
→

お
堂

軒
天

井
張

り
1
2
:1
0
→
1
2
:1
5
昼
食

1
2
:4
5
→
廃

材
運
搬
( 三
叉
路
)1
3
:1
5
→

ピ
ケ

足
場

解
体
・
積

込
み

1
3
:5
0
→

休

憩
→

持
経

宿
1
4
:2
5
→
1
5
:0
0
池
原
→
1
5
:4
0
前

鬼
・
小

仲
坊

1
6
:1
0
→
1
8
:0
0

新
宮

。
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